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教育課程研修（ミドルリーダー研修） 平成29年６月６日（火）実施

学習指導要領の変遷及び次期学習指導要領改訂に向けての方向性や趣旨等についての理解を深め，

各学校における取組の充実を図る。
概

要

「これからの学校教育の方向性と教員に求められる資質・能力について」
講師： 横浜国立大学 髙木 展郎 名誉教授

これからの時代に必要

な資質・能力を子どもたち

に育むためには何が必要
なのだろう？

【受講者の感想】

・ 今回の学習指導要領改訂により，「社会に開かれた教育課程」となることは，これからの学校の在り方そのも

のが変わっていくと理解した。また，「学力」といわずに「資質・能力」と使っていくこともこれからの方向性

を示すものとして大切なキーワードであると考える。どの教科でも社会に出てからも使える「汎用的な資質・能

力」を育てることを学校で考え合っていきたい。

・ 「主体的・対話的で深い学び」を実現していくためには，やはり聴くことを児童に身に付けさせることが大事

であり，それをベースとして「どのように学ぶか」という学びの質を重視した授業改善が必要であることを再認

識することができた。「学校経営計画」をグランドデザインにどう反映していくか長いスパンで考えていきたい。

写真 学校教育目標を実現するために，「カリキュ
ラム・マネジメント」の必要性を理解し，日々の授業
等に取り組む必要がある。

〇学校教育の基本

何ができるようになるか

〇 特別な配慮を必要

とする子どもへの指導

子どもの発達を
どのように支援するか

〇 教育課程の編成

何を学ぶか

〇 教育課程の実施

カリキュラム・マネジメント

〇 学校の指導体制の充実 〇 家庭・地域との連携・協働
実施するために何が必要か

学校が創意工夫を生かした特色ある教育活動を進めるため，
地域や学校の実態等に即し，学校の特色を生かした適切な教
育課程を編成・実施するとともに，絶えず評価・改善していくこと
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どのように学ぶか

〇 学習評価を通じた
学習指導の改善

資質・能力のグランドデザイン

何が身に付いたか

目指す子どもの姿子どもの実態

「学校教育目標」と「平成29年度重点目標」に向けて

例えば，授業改善の視点として

〇 「指示と作業」の授業から「考えさせる」授業を行う。

〇 学習の「見通し」を既習事項を基に行う。

〇 「聴いて 考えて つなげる」授業にするために，「問」をつくる。

〇 「振り返り」では，どのような学力が付いたかメタ認知させる。

学びに向かう力，
人間性等

知識・技能

思考力・判断力
表現力等

黄金の言葉

どうする，どうして，なぜ，

わけは，だから，どうしたい，
どういうこと。

スパイラルな活動で鍛えられていく

「主体的・対話的で深い学び」の授業 支持的風土のある学級づくり

教科等横断的な視点に立った資質・能力の育成

学校のグランドデザインは，教職員全員で作成する



ご意見・ご感想を高知市教育研究所 教職員研修班までお寄せください。

情報教育担当者研修会 平成29年６月９日（木）実施

研修Ⅰ〔実践発表〕「小学校での情報モラル教育」

発表者：高知市立朝倉小学校 西村 謙伸 教諭

研修Ⅱ〔講義〕「情報モラル教育・情報教育の在り方～学習指導要領の改訂を踏まえて～」

講師：金城学院大学国際情報学部 長谷川 元洋 教授

【受講者の感想】
・ これから先，インターネット等を児童が使う機会が更に増えるので，児童が実際に問題に出合った際に，自ら

考え行動する力を付けていかなければならないことがわかった。

・ 問題に対する具体的な対応策を学ぶことができて良かった。新学習指導要領における情報教育・情報モラル教

育について詳しく知ることができた。

・ 返信 ・ 戸惑い ・ 無視

自分ならどう解決するか。

深く考えさせる。

・ 利便性と危険性の両面を踏まえたうえ
で自分ならばどうするかという視点を大
事にした授業を行うことが大切。
・ 子どもの実態を知る担任が情報モラ
ル教育を日常の授業のなかで継続的・
計画的に行うべき。

情報モラル教育のキーワード

「出現する未来から学ぶ」
子どもたちの未来を予測する。例えば，今の小学生のスマートフォン所有率でなく，

その小学生が中学生になった時の所有率を想定し，情報モラル教育を考えなければな

らない。

小学校「道徳」
児童の発達段階や特性等を考慮し，（略）情報モラルに関

する指導を充実すること。
中学校「技術・家庭科」
情報のデジタル化の方法と情報の量，著作権を含めた知的

財産権，発信した情報に対する責任，及び社会におけるサイ
バーセキュリティ（コンピュータネットワークの安全確保）
が重要であることについても扱うこと。

禁止・監視ではなく，問題を解決

する力

ネット上のトラブルと関連付けた

日常のことばを見つめる学習

情報教育コラムを設けた学級

通信で継続的な保護者への啓発

子どもたちが的確に判断し，行動できるようになるには・・・

知識→判断〔自分の行為が自他（社会も含む）に及ぼす影響を想像する力〕→行動

１ 情報モラル教育をすすめるために

※「ネット社会
の歩き方」に
ある動画教材
を視聴する。

※ 一般財団法人コンピュータ教育開発センターHP内 ネット社会の歩き方 ⇒〔http://www.japet.or.jp 〕

２ 実践事例と教材の紹介（第６学年 総合的な学習の時間の授業事例）

個人思考後，
グループでの話合い

「SNSを上手に使うには」
子どもたちの意見

西村教諭から

〔新学習指導要領から〕

⑵ 実態を踏まえて，指導内容及び教材の検討（５，６年生 各３時間の指導計画を立てる）

・ グループ内でルールを決める。

・ 言葉づかいに気をつける。

・ 自分から悪口を言わない。

・ 相手の気持ちを考える。

・ 教材が豊富（67教材）

・ 学習指導案，ワークシート付

・ 考える時間が確保できる短い動画

・ 途中で説明や振り返りが容易

・ ダウンロード可能

「ネット社会の歩き方」の利点

誰かがいじめられるような状況

になった時にどうするか。

無料通信アプリ
グループトークのなかで，

⑴ 児童の実態把握

○ アンケート調査

・ インターネット機器の所持率 ・ インターネットの利用目的 ・ インターネット機器の使用時間

○ 校区中学校と情報交換会を実施

・ 生徒指導担当者との話合い
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